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2025年 2月改訂：森のビンゴゲーム 

森のビンゴゲーム 

う 

 

 

 

 

・自然の不思議さや美しさに触れ、自然に関する理解や興味、関心を持つ。 

・森の宝を探すことを通して発見の喜びを味わう。さらにビンゴを完成させる達成感を味わう。 

 

 

・所要時間は 1時間半程度です。 

・宝物（探すもの）は自然物に限ります。 

・森の中をゆっくり歩きながら宝物を探します。見つけたらビンゴカードのマスにチェックを入れます。イラス

トや絵を描いてもかまいません。グループで行うときは、全員で確認してからチェックします。 

・チェックしたマスが縦・横・斜めのどれか 1列並んだら、「ビンゴ！」と言って並んだ列に線を引きます。 

森の宝物（探すもの）例 

⚫ 黄色い花（または白、紫色の花） 

⚫ 赤いもの 

⚫ いいにおい 

⚫ スベスベするもの（またはチクチクするもの、ヌルヌルするもの） 

⚫ 巣（クモの巣、アリの巣、モグラの巣など） 

⚫ ぬけがら（セミ、クモなど） 

⚫ 鳴き声（鳥の声、虫の声など） 

⚫ 昆虫（アリや蝶など） 

⚫ 食べあと（シカやバッタなど） 

⚫ 木の実 

⚫ キノコ、コケ 

 

 

準備 

① 「利用者持ち物」を確認し、事前に準備します。 

② 受付にて、「プラザ貸し出し備品」をお渡しします。 

対象 実施時期 定員 所要時間 

３歳以上 通年 ５～１００人 １時間半 

可能な活動場所 

散策路（中庭～遊歩道～木の広場周辺） 

利用者持ち物 プラザ貸し出し備品 

森のビンゴカード（ホームページより印刷可）・バインダー・ 

筆記用具・時計・水筒・帽子 

 

ねらい 

実施の流れ（当所職員による説明はありません） 

森の中を散歩しながら、指定された自然の宝物を探します。 

1列並べばビンゴ！五感を使っていろいろな発見を楽しみましょう。 

季節によってお題が変わるので、四季におうじた楽しみが見つかります。 

ルール 
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③ 1班を６人程度で編成します。 

④ 緊急時の対応を考慮して各所に指導者を配置します。 

⑤ トイレを済ませ、人数確認、健康観察をします。 

導入（全体説明） 

① 上記「ねらい」を参考にして動機づけを行います。 

② 各班もしくは全員に森のビンゴカード／1枚、バインダー／1個、時計／1個を配布します。 

③ ルール、マップの見方、コース、所要時間について周知・確認します。 

④ 下記「留意点」を参考にして安全上の注意を周知・確認します。 

⑤ 「ビンゴは協力して取り組むように」と伝えます。 

実施 

① カードに記された森の宝物（探すもの）を全員で確認します。 

※マスが空欄のビンゴカードを利用する場合は、指導者が９種類探すものを指定します。 

② コースを回りビンゴを完成させます。 

 ・指導者に余裕があれば、コース内で助言を行います。 

・時間があれば、見つけたものを絵に描いても楽しめます。 

ふりかえり 

① ビンゴカードに線が何本引けたかを確認します。一つずつ何を見つけたのかを確認し、披露し合います。 

② 自然の中にはいろいろな宝物があること、目を凝らして歩くと様々な発見があることを説明します。 

③ グループで協力してできたか、グループの中での自分の行動はどうだったか、他の人の行動はどうだったか

をふりかえります。 

片づけ 

① 当所からの貸し出し備品を返却します。 

 

 

〇活動上の留意点 

① スタート前にトイレを済ませましょう。スタート前に指導者の配置を説明しておきましょう。 

② 所要時間を確認しましょう。 

③ 活動範囲を確認しましょう。「これより先オリエンテーリングのポストはありません」の看板（展望台）よ

り先に行かない、また施設外の道路には出ないようにしましょう。 

④ 自然にやさしい活動になるよう、以下のフィールドマナーに気をつけましょう。 

・動植物の採取や損傷はしない。 

・ゴミは持ち帰る。 

〇安全上の注意点 

① 危険な動植物（ハチ、マムシ、ヤマカガシ、ウルシ、トゲ、カエンタケなど）や危険個所、転倒・転落に注

意して歩くことなどを確認しましょう。コースにナラ枯れがある場合、注意して歩いてください。 

② 生き物や痕跡を実際に見つけた場合は、衛生面を考え、触らないようにしましょう。また、他のグループも

観察できるよう移動したりせずそのまま置いておきましょう。 

③ 下りの急坂では走らないようにしましょう。危険防止のため、遊歩道以外には入らないようにしましょう。 

④ 荒天時の判断は、参加者の人数や年齢、体調等を考慮し、団体で決定してください。雷鳴が聞こえた場合、

活動を中止して近くの建物に避難しましょう。 

⑤ 緊急時等の対応を考えましょう（引率者の役割の確認・緊急時の連絡方法・救急薬品等の準備）。 

⑥ 問題の看板が倒れていたり破損していた場合には、事務室に連絡してください。 


